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背景

・人口減少による国内市場の縮小や生産力の低下に対応するため、収益性
の高い農業経営の確立が必要。

・地球温暖化への対応やSDGs、ワンヘルスの観点から、持続性の高い農業

生産への転換が必要。

整備の
目的

・本県主力の園芸農業の更なる収益性向上と環境負荷低減を両立する新技
術の開発と普及が必要。

・野菜や花き分野の先進技術開発を行う「園芸ADTECセンター（正式名

称：園芸農業アドバンストテクノロジーセンター）」を整備。

構想の
位置づけ

園芸ADTECセンターが目指す姿や果たす役割、施設整備の方針等を具体化
するもの。

１．構想策定の背景・目的

２．目指す姿、役割、体制

目指す姿
園芸農業の先進的な技術開発と迅速な現場への普及により、持続的に発展す
る「稼げる農業」を実現

果たす
役割

○ 収益性を向上させる技術の開発
・AI等を活用した高収量・高品質栽培技術
・ロボットを活用した栽培・収穫・出荷の自動化技術 など

○ 環境負荷を低減する技術の開発
・代替エネルギーを活用した化石燃料に依存しない栽培技術
・AI等を活用した施肥の最適化技術 など

○ 新技術の現場実装の加速化
・企業・研究機関等と連携した研究の拡大と先進的な技術等の展示
・開発段階から農業者ニーズを研究へフィードバック など

研究
体制

先進的な農業者に加え、農業系だけでなく、機械・環境・情報工学系の企業
や研究機関など多様な主体との連携を拡大し、新たな研究開発の体制を構築
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３．施設計画

４．PFI方式導入の検討

５．工程計画

※建設地の状況によって、スケジュールが変動する可能性がある

※総敷地面積は約30,000㎡と想定

令和６年度から用地取得や基本設計に着手し、令和９年度中の供用開始を目指す。

（１）整備方針

・技術開発期間の短縮のため、最新のハウス施設や高度な分析機器を整備。

・共同研究推進のため、民間企業等と共同利用する研究室などを整備。

・普及促進のため、農業者が先進技術や先端機器の効果を実感できるハウス等を整備。

・効率的かつ快適な研究環境とオフィスセキュリティを確保。

（２）計画上の留意点

・機器やシステムの導入にあたっては、省エネルギーと維持管理コストの低減に配慮。

・耐震性や非常用電源の確保などの安全性に加え、バリアフリーにも配慮。

・適切な実験排水処理や照明の調節など、周辺の農地や住宅の環境や安全性に配慮。

・再生可能エネルギーや再生水、県産木材を積極的に活用。

（３）建設地

・先進的な農業者、民間企業等との連携を強化するため、園芸農業の主要な産地である

筑後地区の中から、関係機関との距離や交通の利便性等を勘案し、筑後市に設置。

国土交通省の「VFM※簡易算定モデル」を用いて算定した結果、VFMは-0.1%で、
PFI方式を導入する方が総事業費の増加が見込まれるため、従来方式で設計等を発注。

※VFM（Value for Money）:従来方式に比べ、PFI方式が公的財政負担をどれだけ削減できるかを示す割合
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